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平成14年６月末現在の
人口の動き

●人口13,699人 前月比（＋029人）
前年比（－058人）

男 6,763人（＋07人）
女 6,936人（＋02人）

●世帯数3,574世帯 前月比（＋4世帯）
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７月７日�黒川村で開催された二市北蒲原
地区支会ポンプ操法競技大会で聖籠町を代表
して出場した第２分団第６班（二本松集落）
が小型ポンプの部で見事優勝し、県大会の切
符を手にしました。
６月２日に行われた町の大会で優勝した同
チームは町の代表として、１ヵ月間猛練習を
重ね、他市町村の強豪チームを相手に練習の
成果を発揮しました。
小型ポンプ操法で優勝したのは聖籠町では
初めて。県大会は８月４日�五泉市で行われ
ます。ガンバレニ本松チーム
なお、自動車ポンプの部で出場した、本部
分団第２班（苔沼、聖中ケ丘、ひばりが丘集
落）もわずかの差の準優勝という結果で大健
闘でした。

▲優勝した第２分団第６班（ニ本松チーム）、写真後列（立姿）左から新保分団長、小

林寛和さん（選手・３番員）、田中厚さん（選手・１番員）、渡辺一裕さん（選手・補

助員）、伊藤副分団長、写真前列（座姿）左から岩渕泰志さん（選手・指揮者）、小林

康弘さん（選手・２番員）

初
の
快
挙

二市北蒲原地区支会ポンプ操法競技大会で優勝
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聖籠中学校が�文教施設協会
主催の平成14年度公立学校優良
施設表彰において文部科学大臣
賞を受賞しました。設備環境、
計画、設計に優れた学校として
表彰されたことに対し、関係者
からメッセージをいただきまし
たのでご紹介します。

に 声

望楼を備えたユニークな形状と、カラーリングな２階建の
建物。１階が鉄筋コンクリート、２階は大空間の木造の造り
は学校のイメージからかけ離れ、学校とは思えない学校です。
この素晴らしい学校は町の大人たちからの、子どもたちへ

の最大の投資であり、贈りものでした。
また、子どもたちは大人と数多く接する機会も多く、子ど

もたちは自分が一人の人間として認められていると自覚し、
自ら進んで挨拶ができるようになったと感じます。
これからも聖籠町はひとつとなり、学校、町民、行政がひ

とつになって、質の向上を目指し、日本一の学校となること
を切望します。

統合中学校建設推進委員会
委員長 横井　正さん

聖籠中学校の計画は、聖籠・亀代両中学校の先生方、地域

の方々と熱心な議論を経ながら、新しい試みをたくさん込め

ることができました。

聖籠中学校の建設にかかわったみなさまと一緒に、この喜

びを分かち合いたいと思います。

聖籠中学校は今後多くの経験を重ねながら、よりよい学校

環境を創り上げようとしています。

この受賞を新たな契機として、聖籠中学校の活動に参加す

る人々の輪が広がることを期待しています。

統合中学校建設委員会
委員長 西村　伸也さん

聖籠中学校が今回奨励賞を受賞

できたことを僕はすごく誇りに思

います。

それは今回４校しか受賞したこ

とがない中、受賞できたからです。

僕はこの校舎の特徴を生かして、

学習や生徒会の活動をして、充実

した学校生活を送りたいです。

聖籠中学校　生徒会
副会長 海津　良輔さん

の 

喜 
び 
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文部科学大臣奨励賞文部科学大臣奨励賞

今回の受賞により、聖籠中学

校は日本有数の施設であること

が確認できました。今後は内容

も日本一になれるよう生徒、Ｐ

ＴＡ，みらいのたね、教職員の

力を合わせて学校づくりに励み

ます。

聖籠中学校　
校長 坂口　眞生さん

設計者としてこのような優れ

た学校の建設に参加できたこと

を誠に嬉しく、光栄に思ってお

ります。

聖籠中学校が地域社会の中心

としてこれからも大きく育ち、

そして更には日本の教育をたて

直す力の原動力となることを期

待しております。

聖籠中学校　設計者
香山壽夫建築研究所
所長 香山　壽夫さん

こんな小さな活動が大きな賞

に少しでもかかわれたことをと

てもうれしく思います。

そして、大きな賞をいただい

た建物の中で活動できることを

よろこびに感じています。地域

交流棟にとっても良き原動力に

なったと思います。

まだまだ小さな活動ですが、

スプーン一杯の気持ちもたくさ

んの人が持ち寄れば大きな活動

の力となることを信じて明日も

楽しくがんばりたいと思いま

す。本当におめでとうございます。

せいろう共育ひろば　
みらいのたね　
会長 高松　勝雄さん

この夏　家族や親戚で
聖籠中学校を
見学してみませんか

聖籠中学校見学会

８月17日（土）
午前10時～午後２時

どなたでも参加できます

聖籠中学校地域交流棟入口（正門

を入って左側）から入場し、受付を

行ってください。説明員（みらいの

たね会員）が学校内をご案内いたし

ます。

お問い合わせ

みらいのたね　�２７－７０８５

（聖籠中学校内地域交流棟）
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交　通 
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交　通 
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親子交通安全教室

写真のほかにも山三賀集落PTA、ニ本松集落PTA、旭ヶ丘集落PTAも実施しています。

『子どもたちを交通事故にあわせない』『自らも交通事故

を起こさない』ことを目的に、蓮野小学校区の各集落PTA

が、今年度も交通安全教室に取り組みました。教室では町

の交通安全指導員から自転車の安全な乗り方や道路横断の

方法などの指導を受け、車の通る道路で実践をしました。

このような取り組みが、交通事故から子どもたちを守り、

自らも交通安全に努めることにつながっていきます。

みなさんの地域でも取り組んでみませんか。

みなさんの地域でも

取り組んでみませんか！

集落PTAが
子どもたちの安全を願い

Vol 4

�
八
幡
集
落
Ｐ
Ｔ
Ａ

�
正
庵
集
落
Ｐ
Ｔ
Ａ

�
蓮
野
集
落
Ｐ
Ｔ
Ａ

�
東
山
集
落
Ｐ
Ｔ
Ａ

蓮野小学校区で
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5人1組のチームメンバーがお互いに注意

しあい、励ましあいながら100日間、無事

故・無違反を目指す県民交通安全コンクール

チャレンジ100にあなたも、会社や友達をさ

そって参加してみませんか！

詳しくは役場生活環境課へ

お問合せください

�27－1962（直通）

無事故無違反にチャレンジ

区分

年

平成14年

平成13年

増　減

６　月

発生件数

10

08

＋2

死者数

0

0

0

傷　者

16

09

＋7

１月～６月（累計）

発生件数

63

60

＋3

死者数

3

2

＋1

傷　者

88

74

＋14

町の交通事故
発生状況

チャレンジ

参加料　1,000円（５人１組で）

申し込み用紙は役場生活環境課
にあります
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８ 

ところ　保健福祉センター

◆心配ごと相談（毎週水曜日）
７日・21日・28日

（各日とも午後１時～４時）

◆弁護士相談（要予約）
16日（金） 午後１時～4時

◆行政相談（毎月第２火曜日）
13日　午前９時30分～11時

◆乳幼児健康診査・各種学級
〇育児相談会

19日（月）午前10時～11時

〇妊婦学級（前期）

20日（火）午後１時30分～

○１歳２カ月児歯科検診

21日（水）午後１時30分～

○１歳６カ月児健診

27日（火）午後１時30分～

○乳児健診

30日（金）午後１時30分～　

《保健福祉事業》

町
長
の
動
向

（
主
な
も
の
を
抜
粋
）

８
月

４
日
・
新
潟
県
消
防
大
会

５
日
・
新
井
郷
川
水
系
流
域
協
議
会

６
日
・
非
核
平
和
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

除
幕
式

７
日
・
ご
み
減
量
化
推
進
協
議
会

・
環
境
審
議
会

９
日
・
補
正
予
算
査
定

15
日
・
成
人
式

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

INFORMATION
お
し
ら
せ
お問い合わせ先

町役場　　　　　�２７－２１１１

町民会館　　　　�２７－２１２１

図書館　　　　　�２７－６１６６

保健福祉センター�２７－６５１１

診療所　　　　　�２７－１２３４

水道課　　　　　�２７－５１４１

診療所
８月13日～16日

お休みします

税務課からのお知らせです
8月は町県民税の納入月です

町税は口座振替で
納期限内納税を

多忙な毎日で、ついうっかり納
税するのを忘れていたら督促状が
来た、という経験はありません
か？
税金は、納期限までに納入しな
いと延滞金や督促手数料が加算さ
れます。
このようなことがないよう、確
実・便利な口座振替を利用してく
ださい。
なお、町税の延滞金は年14.6％、
督促手数料は督促状１通につき
100円がそれぞれ加算されます。
口座振替の申込は、町と契約して
いる金融機関または郵便局でお願
いします。
税務課　�２７－１９５６

個人事業税の納税はお早めに

●納める時期
第１期 ９月２日�
第２期 12月２日�
●納税窓口
お送りした納税通知書を持参して、お近くの
金融機関・郵便局・県税事務所で納めてくだ
さい。
●口座振替
預金口座のある金融機関で申し込まれます
と、平成15年度から口座振替となります。
新発田県税事務所（平日午前８時30分から

午後５時）
�２２－５１０６

税金の質問にお答えします
私は、平成14年３月30日に

聖籠町から新潟市へ引っ

越しましたが、６月に聖籠町か

ら14年度分町・県民税の納税通

知書が来ました。現在新潟市民

なのになぜ聖籠町に納税しなけ

ればならないのでしょうか。

町・県民税は１月１日現

在の住所地に納税するこ

とになっています（地方税法318

条）。したがって、あなたの１月

１日現在の住所は聖籠町にあり

ましたので、14年度分は聖籠町

に納税することになります。

Ｑ

A

（直通）

広報せいろう

８月お知らせ号は

お休みします
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　日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ 

催
等
催
等
催
等

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
へ
の
参
加
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
へ
の
参
加
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
へ
の
参
加
、

集
落
で
の
実
践
等

集
落
で
の
実
践
等

集
落
で
の
実
践
等

●
広
報
紙
発
行
活
動

●
広
報
紙
発
行
活
動

●
広
報
紙
発
行
活
動

広
報
せ
い
ろ
う
の
集
落
版
発
行

広
報
せ
い
ろ
う
の
集
落
版
発
行

広
報
せ
い
ろ
う
の
集
落
版
発
行

◆
補
助
金
の
額

◆
補
助
金
の
額

◆
補
助
金
の
額

予
算
の
範
囲
内
で
次
の
要
件
に
基

予
算
の
範
囲
内
で
次
の
要
件
に
基

予
算
の
範
囲
内
で
次
の
要
件
に
基

づ
い
て
交
付
し
ま
す
。

づ
い
て
交
付
し
ま
す
。

づ
い
て
交
付
し
ま
す
。

・
１
団
体

・
１
団
体

・
１
団
体
303030
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

・・・
対
象
事
業
経
費
の
３
分
の
２
を
限

対
象
事
業
経
費
の
３
分
の
２
を
限

対
象
事
業
経
費
の
３
分
の
２
を
限

度
と
し
ま
す
。

度
と
し
ま
す
。

度
と
し
ま
す
。

・・・
飲
食
代
は
事
業
費
の

飲
食
代
は
事
業
費
の

飲
食
代
は
事
業
費
の
202020
％
以
内
と

％
以
内
と

％
以
内
と

し
ま
す
。

し
ま
す
。

し
ま
す
。

◆
補
助
金
の
交
付
期
間

◆
補
助
金
の
交
付
期
間

◆
補
助
金
の
交
付
期
間

単
一
集
落
へ
の
交
付
は
平
成

単
一
集
落
へ
の
交
付
は
平
成

単
一
集
落
へ
の
交
付
は
平
成
181818
年年年

度
ま
で
と
し
ま
す
。

度
ま
で
と
し
ま
す
。

度
ま
で
と
し
ま
す
。

◆◆◆
申
請
用
紙
や
詳
細
に

申
請
用
紙
や
詳
細
に

申
請
用
紙
や
詳
細
に

つ
い
て
は
、
役
場
総

つ
い
て
は
、
役
場
総

つ
い
て
は
、
役
場
総

務
課
へ
お
問
い
合
わ

務
課
へ
お
問
い
合
わ

務
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

せ
く
だ
さ
い
。

せ
く
だ
さ
い
。

地
域
自
治
の
振
興
を
図
る
た
め
今

地
域
自
治
の
振
興
を
図
る
た
め
今

地
域
自
治
の
振
興
を
図
る
た
め
今

年
度
設
け
ら
れ
た
地
域
振
興
支
援
補

年
度
設
け
ら
れ
た
地
域
振
興
支
援
補

年
度
設
け
ら
れ
た
地
域
振
興
支
援
補

助
に
つ
い
て
、
各
集
落
、
団
体
か
ら

助
に
つ
い
て
、
各
集
落
、
団
体
か
ら

助
に
つ
い
て
、
各
集
落
、
団
体
か
ら

地
域
の
自
治
振
興
を
目
的
に
「
お
祭

地
域
の
自
治
振
興
を
目
的
に
「
お
祭

地
域
の
自
治
振
興
を
目
的
に
「
お
祭

り
の
開
催
」

り
の
開
催
」

り
の
開
催
」
、、、
「
み
こ
し
の
製
作
」

「
み
こ
し
の
製
作
」

「
み
こ
し
の
製
作
」
、、、

「
公
園
整
備
」

「
公
園
整
備
」

「
公
園
整
備
」、、、「
緑
化
運
動
」

「
緑
化
運
動
」

「
緑
化
運
動
」、、、「
地
域

「
地
域

「
地
域

と
学
校
の
交
流
事
業
」
と
い
っ
た
申

と
学
校
の
交
流
事
業
」
と
い
っ
た
申

と
学
校
の
交
流
事
業
」
と
い
っ
た
申

請
が
提
出
さ
れ
、
現
在
そ
の
取
組
み

請
が
提
出
さ
れ
、
現
在
そ
の
取
組
み

請
が
提
出
さ
れ
、
現
在
そ
の
取
組
み

が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

町
で
は
、
こ
の
補
助
事
業
を
よ
り

町
で
は
、
こ
の
補
助
事
業
を
よ
り

町
で
は
、
こ
の
補
助
事
業
を
よ
り

広
く
町
民
の
皆
さ
ま
に
活
用
し
て
い

広
く
町
民
の
皆
さ
ま
に
活
用
し
て
い

広
く
町
民
の
皆
さ
ま
に
活
用
し
て
い

た
だ
き
、
地
域
振
興
が
図
ら
れ
る
よ

た
だ
き
、
地
域
振
興
が
図
ら
れ
る
よ

た
だ
き
、
地
域
振
興
が
図
ら
れ
る
よ

う
追
加
募
集
を
行
い
ま
す
。

う
追
加
募
集
を
行
い
ま
す
。

う
追
加
募
集
を
行
い
ま
す
。

申
請
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
に

申
請
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
に

申
請
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
に

よ
り
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

よ
り
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

よ
り
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◆
追
加
募
集
受
付
期
限

◆
追
加
募
集
受
付
期
限

◆
追
加
募
集
受
付
期
限

平
成
平
成
平
成
141414
年年年
111111
月月月
292929
日日日

◆
補
助
団
体

◆
補
助
団
体

◆
補
助
団
体

各
集
落
又
は
町
内
在
住
者

各
集
落
又
は
町
内
在
住
者

各
集
落
又
は
町
内
在
住
者
202020
名
以
名
以
名
以

上
で
組
織
す
る
も
の
で
、
期
限
ま
で

上
で
組
織
す
る
も
の
で
、
期
限
ま
で

上
で
組
織
す
る
も
の
で
、
期
限
ま
で

に
活
動
事
業
を
申
請
し
、
承
認
さ
れ

に
活
動
事
業
を
申
請
し
、
承
認
さ
れ

に
活
動
事
業
を
申
請
し
、
承
認
さ
れ

た
団
体
（
各
年
度
に
申
請
・
承
認
）

た
団
体
（
各
年
度
に
申
請
・
承
認
）

た
団
体
（
各
年
度
に
申
請
・
承
認
）

◆
対
象
事
業

◆
対
象
事
業

◆
対
象
事
業

地
域
自
治
の
振
興
を
図
る
た
め
の

地
域
自
治
の
振
興
を
図
る
た
め
の

地
域
自
治
の
振
興
を
図
る
た
め
の

活
動
で
概
ね
次
の
よ
う
な
事
業
を
対

活
動
で
概
ね
次
の
よ
う
な
事
業
を
対

活
動
で
概
ね
次
の
よ
う
な
事
業
を
対

象
と
し
ま
す
。
た
だ
し
他
の
補
助
金

象
と
し
ま
す
。
た
だ
し
他
の
補
助
金

象
と
し
ま
す
。
た
だ
し
他
の
補
助
金

の
対
象
と
な
る
事
業
、
宗
教
に
関
す

の
対
象
と
な
る
事
業
、
宗
教
に
関
す

の
対
象
と
な
る
事
業
、
宗
教
に
関
す

る
事
業
、
及
び
政
治
的
活
動
に
関
す

る
事
業
、
及
び
政
治
的
活
動
に
関
す

る
事
業
、
及
び
政
治
的
活
動
に
関
す

る
事
業
は
除
き
ま
す
。
ま
た
同
一
事

る
事
業
は
除
き
ま
す
。
ま
た
同
一
事

る
事
業
は
除
き
ま
す
。
ま
た
同
一
事

業
の
継
続
は
三
か
年
を
限
度
と
し
ま

業
の
継
続
は
三
か
年
を
限
度
と
し
ま

業
の
継
続
は
三
か
年
を
限
度
と
し
ま

す
。
す
。
す
。

●
交
流
活
動

●
交
流
活
動

●
交
流
活
動

お
祭
り
、
運
動
会
、
ピ
ク
ニ
ッ
ク
、

お
祭
り
、
運
動
会
、
ピ
ク
ニ
ッ
ク
、

お
祭
り
、
運
動
会
、
ピ
ク
ニ
ッ
ク
、

農
業
体
験
等
（
他
地
域
と
の
交
流

農
業
体
験
等
（
他
地
域
と
の
交
流

農
業
体
験
等
（
他
地
域
と
の
交
流

を
含
む
）

を
含
む
）

を
含
む
）

●
福
祉
活
動

●
福
祉
活
動

●
福
祉
活
動

高
齢
者
世
帯
へ
の
訪
問
・
弁
当
配

高
齢
者
世
帯
へ
の
訪
問
・
弁
当
配

高
齢
者
世
帯
へ
の
訪
問
・
弁
当
配

布
、
助
け
合
い
運
動
、
声
か
け
運

布
、
助
け
合
い
運
動
、
声
か
け
運

布
、
助
け
合
い
運
動
、
声
か
け
運

動
、
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
等

動
、
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
等

動
、
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
等

お問い合わせ

役場総務課

�27－2111

●●●
青
少
年
健
全
育
成
活
動

青
少
年
健
全
育
成
活
動

青
少
年
健
全
育
成
活
動

幼
・
保
育
園
児
・
小
・
中
・
高
校

幼
・
保
育
園
児
・
小
・
中
・
高
校

幼
・
保
育
園
児
・
小
・
中
・
高
校

生
に
よ
る
野
外
活
動
、
週
休
２
日

生
に
よ
る
野
外
活
動
、
週
休
２
日

生
に
よ
る
野
外
活
動
、
週
休
２
日

制
へ
の
対
応
事
業
等

制
へ
の
対
応
事
業
等

制
へ
の
対
応
事
業
等

●
モ
ラ
ル
・
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
活
動

●
モ
ラ
ル
・
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
活
動

●
モ
ラ
ル
・
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
活
動

啓
蒙
活
動
、
講
演
会
、
あ
い
さ
つ

啓
蒙
活
動
、
講
演
会
、
あ
い
さ
つ

啓
蒙
活
動
、
講
演
会
、
あ
い
さ
つ

運
動
等

運
動
等

運
動
等

●
伝
統
芸
能
の
保
存
伝
承
活
動

●
伝
統
芸
能
の
保
存
伝
承
活
動

●
伝
統
芸
能
の
保
存
伝
承
活
動

集
落
等
に
伝
わ
る
伝
統
芸
能
の
保

集
落
等
に
伝
わ
る
伝
統
芸
能
の
保

集
落
等
に
伝
わ
る
伝
統
芸
能
の
保

存
伝
承
の
た
め
の
活
動

存
伝
承
の
た
め
の
活
動

存
伝
承
の
た
め
の
活
動

●
健
康
増
進
活
動

●
健
康
増
進
活
動

●
健
康
増
進
活
動

健
康
管
理
器
具
等
の
整
備
、
各
種

健
康
管
理
器
具
等
の
整
備
、
各
種

健
康
管
理
器
具
等
の
整
備
、
各
種

教
室
・
講
演
会
の
開
催
等

教
室
・
講
演
会
の
開
催
等

教
室
・
講
演
会
の
開
催
等

●
体
育
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動

●
体
育
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動

●
体
育
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
ハ
イ
キ
ン

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
ハ
イ
キ
ン

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
ハ
イ
キ
ン

グ
、
山
登
り
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
等

グ
、
山
登
り
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
等

グ
、
山
登
り
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
等

●●●
生
活
環
境
の
改
善
・

生
活
環
境
の
改
善
・

生
活
環
境
の
改
善
・

向
上
活
動

向
上
活
動

向
上
活
動

緑
化
運
動
、
道
路
清

緑
化
運
動
、
道
路
清

緑
化
運
動
、
道
路
清

掃
等
掃
等
掃
等

●●●
防
災
・
防
犯
・
交
通

防
災
・
防
犯
・
交
通

防
災
・
防
犯
・
交
通

安
全
対
策
活
動

安
全
対
策
活
動

安
全
対
策
活
動

防
災
等
訓
練
の
実
施
、

防
災
等
訓
練
の
実
施
、

防
災
等
訓
練
の
実
施
、

交
通
安
全
教
室
の
開

交
通
安
全
教
室
の
開

交
通
安
全
教
室
の
開

地
域
の
活
動
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
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離
婚
や
死
亡
な
ど
に
よ
っ
て
、
父

と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童

に
対
し
て
、
手
当
を
支
給
す
る
制
度

で
す
。
そ
の
目
的
は
母
子
家
庭
な
ど

の
生
活
の
安
定
を
図
り
自
立
を
促
進

す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

▲
支
給
の
対
象

十
八
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初

の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る

児
童
（
障
害
児
に
つ
い
て
は
二
十
歳

未
満
）
で
次
に
あ
げ
る
よ
う
な
児
童

を
養
育
し
て
い
る
母
親
ま
た
は
、
母

親
に
か
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

▲
支
給
要
件

（
次
の
よ
う
な
児
童
が
対
象
）

・
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

児
童
扶
養
手
当
と
は

・
父
が
死
亡
し
た
児
童

・
父
が
一
定
の
障
害
の
状
態
に
あ
る

児
童
で
、
公
的
年
金
の
加
算
対
象

に
な
っ
て
い
な
い
児
童

・
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童

・
父
か
ら
一
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い

る
児
童

・
父
が
一
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る

児
童

・
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し

た
児
童

・
棄
児
な
ど
出
生
の
事
情
が
明
ら
か

で
な
い
児
童

※

た
だ
し
、
手
当
の
支
給
要
件
に

該
当
し
て
か
ら
五
年
を
経
過
し
て

も
請
求
し
な
い
時
は
、
手
当
が
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

お問い合わせ

保健福祉課

�27－6511

▲
手
当
の
支
給

手
当
は
、
認
定
請
求
を
し
た
月
の

翌
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
支
給

日
は
四
月
、
八
月
、
十
二
月
の
各
十

一
日
と
な
り
ま
す
。
手
当
の
額
は
扶

養
す
る
児
童
の
人
数
に
よ
り
支
給
さ

れ
ま
す
が
、
本
年
八
月
か
ら
児
童
扶

養
手
当
制
度
改
正
（
手
当
額
の
細
分

化
、
養
育
費
の
所
得
算
入
等
）
に
よ

り
手
当
の
所
得
制
限
等
で
全
部
又
は

一
部
支
給
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害
を
有
す

る
二
十
歳
未
満
の
児
童
に
つ
い
て
、

児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
手
当
を
支
給
す
る
制
度

で
す
。

▲
支
給
の
対
象

日
本
国
内
に
住
所
が
あ
り
、
精
神

ま
た
は
身
体
に
障
害
を
有
す
る
児
童

を
養
育
し
て
い
る
父
か
母
、
ま
た
は

父
母
に
か
わ
っ
て
養
育
し
て
い
る
人

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

▲
支
給
要
件

医
師
の
診
断
書
が
必
要
で
す
。
な

お
、
療
育
手
帳
（
Ａ
判
定
）
を
所
有

し
て
い
る
児
童
は
、
診
断
書
を
省
略

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▲
手
当
の
支
給

手
当
は
、
認
定
請
求
し
た
月
の
翌

月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
支
給
日

は
四
月
、
八
月
、
十
一
月
の
各
十
一

日
と
な
り
ま
す
。
手
当
の
額
は
障
害

の
程
度
に
よ
り
支
給
さ
れ
ま
す
が
、

所
得
制
限
に
よ
り
支
給
停
止
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は

児童扶養手当 

ご存知ですか 

特別児童扶養手当 

（平成14年度から改正されます）

全部支給は、月額42,370円

一部支給は所得などに応じて月額42,360

円から10,000円まで10円きざみの額とな

ります。

算定方法や計算式など詳しくはお問い

合わせください。

◆児童扶養手当の額

区　　分

１　　級

２　　級

児童１人

051,550円

034,330円

児童２人

103,100円

068,660円

児童３人

154,650円

102,990円

◆特別児童扶養手当の額（平成13年４月～）

手当の認定を受けている人は、毎

年８月11日から９月10日までの間

に、現況届・所得状況届を提出しな

ければなりません。この届は、前年

の所得状況と対象児童の監護状況を

確認するための大切な届です。この

届を提出しないと８月以降分の手当

の支給が受けられなくなりますの

で、忘れずに提出してください。

対象者には８月上旬に町からご連

絡します。

忘れずに現況届を
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自
衛
官
募
集
の

お
知
ら
せ

防衛庁では、次により自衛官を募集し

ています。

役場総務課　�２７－２１１１

自衛隊新発田募集事務所

�２６－５６１９

募集項目

航空学生

一般曹

候補学生

曹候補士

２等

陸・海・

空士

男
子

女
子

資格

高卒（見込

み含む）

21歳未満の者

18歳以上

24歳未満の者

18歳以上

27歳未満の者

18歳以上

27歳未満の者

18歳以上

27歳未満の者

受付期間

８月５日～

９月６日

８月５日～

９月６日

８月５日～

９月６日

通年

８月５日～

９月６日

試験期日

９月21日

９月16日

９月16日

受付時決

定

９月24日

重
度
心
身
障
害
者

医
療
費
助
成
と
は

ひ
と
り
親
家
庭
等町

で
は
、
重
度
心
身
障
害
者
、
ひ

と
り
親
家
庭
等
の
方
に
医
療
費
の
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
者
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

●
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
３
級

療
育
手
帳
Ａ
の
所
持
者

●
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童

と
、
児
童
の
父
か
母
又
は
養
育
者

・
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

・
父
又
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

・
父
又
は
母
が
一
定
の
障
害
の
状

態
に
あ
る
児
童

・
父
又
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で

な
い
児
童

・
父
又
は
母
か
ら
一
年
以
上
遺
棄

さ
れ
て
い
る
児
童

・
父
又
は
母
が
一
年
以
上
拘
禁
さ

れ
て
い
る
児
童

・
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎

し
た
児
童

※
児
童
と
は
、
十
八
歳
に
達
す
る

日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一

日
ま
で
の
間
に
あ
る
者
（
障
害

児
に
つ
い
て
は
二
十
歳
未
満
）

を
い
い
ま
す
。

●
対
象
者
は
医
療
機
関
の
窓
口
で
、
一

部
負
担
金
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

あ
と
は
町
が
助
成
し
ま
す
。

〔
一
部
負
担
金
の
額
〕

・
外
来

一
回
　
五
三
〇
円
（

同

じ
医
療
機
関
で
一
か
月
四
回
ま

で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
）

・
入
院
　
１
日
　
一
、
二
〇
〇
円

●
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
に

つ
い
て
は
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

●
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。��

��
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��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
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受給者証更新の時期です

受給者証をお持ちのみなさ

んは、８月中に更新の手続が

必要です。

８月上旬にご連絡しますの

で、忘れずに手続きをしてく

ださい。

手続きを忘れずに
幼児医療費助成

町では、１歳から６歳までのの小学

校入学前まで、医療費の一部を助成し

ています。８月で１歳を迎えるお子さ

んの保護者の皆さんは、８月中に手続

きをしていただくことになります。

手続き方法は次の通りです。
平成13年８月生の方

手続きに必要なもの

①印鑑 ②保険証

手続き場所

保健福祉センター内　保健福祉課

幼児医療担当

なお、この手続きを済ませないと医療

費助成を受けられない場合もあります。
保健福祉課　�２７－６５１１
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　日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ 

新潟県園芸研究センター

ふれあい参観デー

８月22日�
午前９時30分～午後４時
新潟県園芸研究センター
（聖籠町大字真野177）
研究ほ場と施設案内、園芸相談
コーナー、子ども体験コーナー、
農業機械展示

※団体参加の場合は事前に申し込
みください。個人参加の場合は
申し込み不要です。
園芸研究センター総務課

�２７－５５５５

８
月
25
日
�

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

新
潟
県
愛
鳥
セ
ン
タ
ー

小
学
生
以
上

参
加
費
　
五
百
円

事
前
申
込
必
要
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い

新
潟
県
愛
鳥
セ
ン
タ
ー

�
41
│
４
５
０
０

新
潟
県
愛
鳥
セ
ン
タ
ー
事
業

巣
箱
作
り
教
室

少
年
自
然
の
家

�
46
│
２
２
２
４

９
月
７
日
�
〜
８
日
�

（
一
泊
二
日
）

新
潟
県
少
年
自
然
の
家

小
中
学
生
と
そ
の
親
一
〇
〇
人

参
加
費
　
一
人
４
千
円

申
込
期
間

８
月
７
日
〜
８
月
21
日

の
普
及
と
統
計
表
現
技
術
の
向
上
に

役
立
て
る
た
め
広
く
県
民
の
皆
様
か

ら
統
計
の
グ
ラ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

小
学
生
か
ら
一
般
ま
で

課
題
や
作
品
規
格
な
ど
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切

９
月
５
日
�

優
秀
作
品
に
は
賞
状
・
副
賞
あ
り
。

ま
た
最
優
秀
作
品
は
全
国
コ
ン
ク
ー

ル
に
応
募
さ
れ
ま
す
。

役
場
企
画
財
政
課

�
27
―
２
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

８
月
25
日
�

午
前
10
時
〜
正
午

豊
栄
市
中
央
公
民
館
　
大
講
堂

（
豊
栄
市
東
栄
町
１
│
１
│
15
）

◆
新
発
田
市
会
場

９
月
１
日
�

新
発
田
市
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
二
階
視
聴
覚
室

（
新
発
田
市
本
町
４
│
16
│
83
）

新
発
田
土
木
事
務
所
計
画
調
整
課

�
26
│
９
６
５
３

９
月
３
日
�

午
前
10
時
〜
正
午

東
北
電
力
新
発
田
営
業
所

参
加
費
　
５
百
円

定
員
　
24
名

申
込
締
切
　
８
月
27
日
�

㈱
電
力
ラ
イ
フ
ク
リ
エ
イ
ト

�
０
１
２
０
│
１
０
５
５
９
９

新
潟
県
で
は
新
井
郷
川
圏
域
を
対

象
と
し
て
河
川
整
備
計
画
を
策
定
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
計
画
策
定

に
あ
た
り
、
住
民
の
皆
様
に
概
要
を

説
明
し
、
意
見
を
う
か
が
い
ま
す
。

◆
豊
栄
市
会
場

◆
イ
ン
ド
本
格
派
お
料
理

８
月
24
日
�

午
後
６
時
〜
８
時

東
北
電
力
新
発
田
営
業
所

参
加
費

千
円

定
員

20
名

申
込
締
切

８
月
16
日
�

◆
お
月
見
団
子
作
り

９
月
10
日
�

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

新
潟
県
ト
ラ
ッ
ク
総
合
会
館

（
新
潟
市
新
光
町
６
│
４
）

ボ
イ
ラ
ー
技
士
免
許
及
び
ボ
イ

ラ
ー
取
扱
技
能
講
習
修
了
証
取
得

後
概
ね
５
年
以
上
経
過
し
た
者

受
講
料

非
会
員
　
６
千
円

日
本
ボ
イ
ラ
協
会
新
潟
支
部

�
０
２
５
│
２
８
０
│
０
１
０
０

新
潟
県
民
の
た
め
の
情
報
が
満
載

の
県
民
手
帳
の
予
約
を
受
け
付
け
ま

す
。

◆
価
格
　
１
冊
　
四
三
〇
円

（
色：

紺
・
ベ
ー
ジ
ュ
）

申
し
込
み
は
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
役
場

企
画
財
政
課
ま
で

申
込
締
切

８
月
30
日
�

手
帳
は
11
月
下
旬
に
配
布
予
定

役
場
企
画
財
政
課

�
27
―
２
１
１
１

�
27
―
２
１
１
９

新
潟
県
統
計
協
会
で
は
統
計
知
識

二
〇
〇
三
年
度
版

県
民
手
帳
予
約
募
集

統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
募
集

新
井
郷
川
圏
域

河
川
整
備
計
画
説
明
会

パ
ス
テ
ル
ク
ッ
キ
ン
グ

ボ
イ
ラ
ー
取
扱
業
務
従
事
者

安
全
衛
生
教
育

新
潟
県
少
年
自
然
の
家

自
然
に
親
し
む
親
子
の
つ
ど
い

新潟アジア文化祭

２００２

アジア10カ国から集った若者が
アジアユース合唱団を結成し、多
様な文化・生活習慣の中で１週間
のリハーサルキャンプを経てコン
サートを行います。開催地合唱団
との共演なども同時開催します。
８月26日�
午後６時30分開演
中条町産業文化会館

※入場無料ですが入場整理券が必
要
新潟アジア文化祭実行委員会事
務局

�０２５－２８０－５１３９
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完成期限業　者　名契約額（円）工事（件）名

入 札 結 果

25,620,000

23,835,000

26,565,000

24,150,000

40,320,000

15,540,000

21,210,000

33,600,000

6,594,000 宮渡建設

日本道路㈱
新潟営業所

㈱丸昭工務店

㈱市川組

丸昭工務店

丸昭工務店

曽根建㈱

曽根建㈱

㈱丸昭工務店 H14.12.15

H15.03.15

H15.03.15

H14.12.15

H15.03.20

H14.12.30

H14.12.30

H14.10.11

H14.08.27蓮のギャラリー創作工房及びトイレ新
設工事

大夫興野・藤寄観光道路舗装工事

改第１号
大夫村前線道路改良工事

公下工第14号
大夫８号管渠整備工事

公下工第11号
杉谷内275号管渠整備工事

特下工第１号
本三賀３号管渠整備工事

公下工第１号
杉谷内27号管渠整備工事

公下工第４号
杉谷内305号管渠整備工事

特下工第２号
本三賀260号管渠整備工事

（6月19日～7月4日）

新
潟
県
で
は
、
女
性
を
対
象
に
行

政
へ
の
関
心
を
深
め
、
社
会
参
加
の

促
進
及
び
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に

資
す
る
た
め
「
県
政
ふ
れ
あ
い
講
座
」

を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

９
月
18
日
、
19
日
、
10
月
９
日
10

日
・
30
日
・
31
日
（
６
日
間
）

長
岡
総
合
庁
舎
（
10
／
30
は
ア
ト

リ
ウ
ム
長
岡
）

男
女
平
等
施
策
、
学
校
週
５
日
制

と
学
力
向
上
な
ど
全
12
講
座

受
講
料

無
料

応
募
期
間

８
月
１
日
〜
８
月
23
日
ま
で

県
男
女
平
等
社
会
推
進
課

�
０
２
５
│
２
８
５
│
５
５
１
１

（
内
線
２
４
９
４
）

�
０
２
５
│
２
８
３
│
５
８
７
９

E
-m
ail-danjo@

m
ail.pref.niigata.jp

聖
籠
町
役
場
総
務
課

�
27
│
２
１
１
１
（
内
線
２
１
４
）

�
27
│
２
１
１
９

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
及
び
電
子
メ
ー
ル
の
場
合

は
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
年

齢
、
職
業
、
所
属
団
体
等
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。
そ
の
他
　
講
座
内
容

等
詳
細
に
つ
い
て
は
、
８
月
の
新
潟

日
報
「
県
か
ら
の
お
知
ら
せ
」
に
掲

載
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

生
産
者
が
消
費
者
や
販
売
業
者
な

ど
に
直
接
米
を
販
売
す
る
場
合
は
、

食
糧
事
務
所
に
あ
ら
か
じ
め
届
け
出

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
届
け
出
は
、
お
米
の
流
通
量

や
流
通
実
態
を
把
握
す
る
た
め
に
必

要
な
も
の
で
す
の
で
、
必
ず
届
け
出

し
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
用
紙
は
、
食
糧
事
務
所
・

農
協
・
越
後
米
穀
及
び
役
場
の
窓
口

に
あ
り
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。新

潟
食
糧
事
務
所
　
下
越
支
所

�
22
│
４
１
０
１

女
性
の
た
め
の
県
政
ふ
れ
あ
い
講
座

�
計
画
外
流
通
米
�
の
販
売

に
は
届
け
出
が
必
要
で
す
。

６ 

 

（注１）広報に載せてほしくない方は、町民課窓口で手続

きの際、その旨お話しください。

（�27－2111  内線112  町民サービス係）
（注２）渡邊さんの「邊」という文字など略して掲載

しています。戸籍に記載されている正確な氏

名と多少異なる場合があります。ご了承くだ

さい。

赤ちゃん 保護者 誕生日 行政区

裕
ゆう

也
や

くん （近藤　守央） 04.15 ひばりが丘

陽
はる

斗
と

くん （伊藤　克成） 05.23 ひばりが丘

拓
たく

哉
や

くん （若林　尚幸） 05.27 旭 ケ 丘

聖
まさ

人
と

くん （吉川　篤治） 05.28 次 第 浜

璃
り

仁
ひと

くん （川　　　貢） 05.30 二 本 松

丈
じょう

くん （高橋　　充） 06.03 次 第 浜

優
ゆう

さん （渡　　一徳） 06.07 網 代 浜

百
もも

加
か

さん （馬場　賢治） 06.08 網 代 浜

千
ち

鶴
づる

さん （小野　博史） 06.10 苔 　 沼

駿
しゅん

くん （高橋　和幸） 06.13 ひばりが丘

千
ち

星
せ

さん （佐藤　和広） 06.17 亀 　 塚

氏　　名 年　齢 死亡日 行政区

岩　渕　政
まさ

英
えい

さん （73歳） 05.30 二 本 松

小田切　フ　ミさん （79歳） 06.03 二 本 松

廣　瀬　廣
ひろ

雄
お

さん （92歳） 06.05 藤 　 寄

江　口　俊
とし

男
お

さん （77歳） 06.06 藤 　 寄

二　宮　興
こう

一
いち

さん （78歳） 06.09 蓮 　 野

高　松　三代志
み よ し

さん （88歳） 06.12 亀 　 塚

加　藤　セキノさん （78歳） 06.23 道賀新田

新郎・新婦

大　場　祥
よし

行
ゆき

さん

（小澤）みゆきさん

届出日 行政区

｝ 06.09 次 第 浜

皆　川　勝
かつ

清
きよ

さん

（寺尾）めぐみさん｝ 06.20 亀 　 塚

冨　樫　　　正
ただし

さん

（儀
ぎ

同
どう

）身依子
み え こ

さん｝ 06.29 桃　　山
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ばろひのなんみ

東北電力㈱北新潟技術センター職員の皆さん

（松永 豊副所長さんはじめ15名）が、去る６月

24日�に弁天潟風致公園の美化奉仕作業を行っ

てくれました。

午前９時半から、清掃を開始し「ゴミ拾い」

と「草とり」に汗を流していただいたお陰で、

とてもきれいな公園になりました。

また、この弁天潟風致公園では、水質浄化の

ねらいもあって今年から「噴水」三基が稼動し

ています。

夏の風物詩ともいえる「噴水」の幻想的なしぶ

きを見るのも、また格別なものがあるのでは…。

町内には、多くの公園があります。公園は皆さ

んの大切な「癒しの空間」を創造してくれます。

マナーを守って、大いにご利用ください。

（※現在、弁天潟風致公園の噴水稼動は午前10

時から午後３時迄です。）

東北電力㈱北新潟技術センター

弁天潟風致公園の
美化奉仕作業！

企
業
の
み
な
さ
ん
が

環
境
美
化
に
む
け
て
が
ん
ば
っ
て
ま
す
。

６月の環境月間事業の一環として網代浜・次

第浜海岸でクリーン作戦が実施されました。東

北電力㈱東新潟火力発電所の呼びかけにより実

施されたこの企画に東北電力㈱関連企業、聖籠

町中学校生、地元漁協、聖籠町ライオンズクラ

ブの皆さんなど総勢420名が参加し、約２時間

にわたり清掃を行いました。

この日の清掃で集められたごみは約３トン。

たくさんの人が訪れる海水浴シーズン。せっ

かくきれいにした聖籠海岸、これからもきれい

に利用してくださいね。

東北電力㈱東新潟火力発電所

聖籠海岸クリーン作戦

地域の美化と生活環境に対する意識を高めよ

うと栄電子工業㈱新潟事業所（聖籠町東港）職

員のみなさんは定期的に聖籠町内のクリーン運

動に取り組んでいます。

３年前から始まり、年間６回のペースで行わ

れるこの活動ですが、毎回集めるごみは30袋を

超え、中には電化製品などの粗大ゴミも捨てら

れたりしています。「なぜこんなにポイ捨てが

多いのか」「何回も清掃しているのになかなか

ごみは減りませんね」と参加者から嘆きの声も

聞こえました。

きれいなまちの道路を
栄電子工業㈱のクリーン作戦



はじめまして
管理栄養士の
中川
な か が わ

由起子
ゆ き こ

です。
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聖
籠
町
は
新
潟
県
か
ら
補
助
を
受
け
て
新

潟
大
学
や
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
留
学

し
て
い
る
県
費
留
学
生
と
の
交
流
を
平
成
元

年
か
ら
続
け
て
い
ま
す
。

今
年
も
六
月
十
五
日
に
平
成
十
四
年
度
の

県
費
留
学
生
を
聖
籠
町
に
招
き
、
歓
迎
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
歓
迎
会
に
は
平
成
十
四

年
度
の
留
学
生
十
二
名
や
元
留
学
生
の
み
な

さ
ん
、
議
会
議
員
や
昨
年
度
中
国
へ
訪
問
し

た
町
の
文
化
団
体
、
中
国
語
講
座
受
講
生
の

み
な
さ
ん
な
ど
総
勢
三
十
八
名
が
参
加
。
日

本
に
来
た
ば
か
り
で
言
葉
が
通
じ
に
く
い
時

は
身
振
り
手
振
り
で
会
話
。
言
葉
の
壁
は
感

じ
ら
れ
ず
に
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
交
流
を
深
め

て
い
ま
し
た
。

町
で
は
今
後
も
留
学
生
を
招
い
て
の
交
流

会
を
企
画
し
て
い
き
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
ど
ん
ど
ん
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
役
場
総
務
課
国
際
交
流
係

ま
で
　
�
27
―
２
１
１
１

町では町民の健康管理、指導を一層

強化するため、７月１日付けで管理栄

養士を採用しました。町民のみなさん

がいつまでも健康で暮らせるように今

後地域に出向いて健康チェックや食生

活の指導をすることになります。みな

さんよろしくお願いします。

保健指導を強化
栄養士を採用

はじめまして
管理栄養士の
中川
な か が わ

由起子
ゆ き こ

です。
７月から管理栄養士として仲間に入

れてもらった中川由起子です。

社会人１年目でまだまだ新米ですの

で教えてもらうことの方が多いと思い

ますが、みなさんの健康、特に食事に

ついてお手伝いさせていただきたいと

思います。

「食」という字は人を良くする、人に

良いと読み、食に関する知識が行動実

践に伴う知識になって、初めて「食べ

方上手は一生の得」を実感できるとい

います。元気の素、健康の源の大部分

は「食事」。おいしく、賢く食べて元気

になれちゃうコツをみつけていきたい

と思います。元気いっぱいがんばりま

すのでよろしくお願いします。

関
東
信
越
税
理
士
会
新
発
田
支
部
で
は
、平
成
14
年

８
月
か
ら
平
成
15
年
３
月
ま
で
の
間
、「
税
務
指
導
所
」

を
設
置
し
て
「
税
」
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
内
容
に
つ
い
て
の
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

相
談
希
望
の
方
は
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

開
催
時
間
　
毎
月
第
１
及
び
３
水
曜
日

午
前
９
時
〜
11
時
30
分
ま
で

開
催
場
所
　
税
理
士
会
新
発
田
支
部
事
務
局

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す

新
発
田
市
諏
訪
町
１
―
13
―
17

（
新
潟
酒
販
㈱
２
階
）

�
22
―
８
５
９
８

http://w
w
w
.co.jp/shibata/zeirishi/

税
務
指
導
所
を
設
置
し
ま
す
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イラスト自慢 

町の宝
で～す
６月の乳児健診から

元気に育ってね！

このコーナーの写真は保健

福祉センターで行われる乳

児健診の会場で撮影を行っ

ています。

高橋　夢
ゆめ

人
と

ちゃん
H14. 2.13生

亀小6-2○○○だぶー・11歳

斎藤　玲
れい

奈
な

ちゃん
H14. 2. 4生

渡辺　龍
りゅう

くん
H14. 2.27生

長谷川　潤
じゅん

くん
H14. 2.15生

和泉　拓
ひろ

仁
と

くん
H14. 2.21生

斎藤　綺
あや

ちゃん
H14. 2. 6生

小野　栞
かん

拓
た

くん
H14. 2.23生

高松　愛
あい

華
か

ちゃん
H14. 2.27生

那須野　楓
かえで

ちゃん
H14. 2.20生

清水　文
あや

睦
ちか

くん
H14. 2.19生

今井　莉
り

菜
な

ちゃん
H14. 2.10生

高橋　涼
りょう

真
ま

くん
H14. 2. 6生

三浦　直
なお

人
と

くん
H14. 2.25生

斎藤　楓
かえで

ちゃん
H14. 2.15生

倉嶋　真
ま

優
ゆ

ちゃん
H14. 2.15生

相澤　ひなたちゃん
H14. 2. 1生

高橋　昂
こう

大
だい

くん
H14. 2.25生

宮澤　伶
れい

ちゃん
H14. 1.30生

渡辺　陽
ゆう

くん
H14. 2. 3生

中川　泰
やす

博
ひろ

くん
H14. 2. 8生

田村　里
り

咲
さ

ちゃん
H14. 2.11生

夏バテ２号・14歳

送るときは名前をかな

らず書いてください。

うすいえんぴつ描きの

イラストは掲載できま

せん。

日赤聖籠町分区が表彰

日本赤十字社から日本赤
十字社新潟県支部聖籠町分
区が社費納入に対しての協
力が顕著であるとして表彰
されました。
この表彰は日本赤十字社

法制定50周年記念・日本赤
十字社創立125周年記念全国
赤十字大会において表彰さ
れたもので、県内では聖籠
町を含む６市町村が表彰を
受けました。



明るく安全な町に

東北電力㈱から街路灯寄贈

東北電力㈱新発田営業所から
聖籠町に街路灯10灯が寄贈され
ました。
東北電力では地域と一体にな

って明るく安全なまちづくりを
推進するため、聖籠町をはじめ
新発田管内の各市町村で同様の
取り組みを行っています。
今回町に寄贈された街路灯は

各集落の要望に応じて配布され
ます。
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Endless fate・12歳

キティちゃん・11歳

ココナッツ★・11歳 鈴木　美沙さん・11歳

赤組・13歳 ２ＡＨＢ　・13歳 佐藤　歌織さん・９歳

ニっ◇・13歳うめぼし３・11歳

ばろひのなんみ

次のテーマと要項により、ハガキ

（手紙も可）を募集します。

●聖籠の風

町の業務や行事、あるいは地域や

学校でのことなど、日々の生活の中

で感じたことをお寄せください。

（良かったこと、又良くなかったこ

と）

子どもたちの意見も大歓迎です。

600字以内でお書きください。

●イラスト自慢大募集

絵を書くのが大好きな子どもたち

自慢のイラストをハガキの裏に書い

てどんどん送ってください。（黒一

色でハッキリと書いてください）

●『町政ポスト』Ｑ＆Ａ

町政への積極的なご意見、ご提案

など（聖籠町の将来像、私はこう考

える…）を、町民の皆様から寄せて

いただくために設けられたハガキに

よる広聴制度です。町長が目を通し、

担当課で回答いたします。よりよい

町づくりのために、あなたのご意見

をお寄せください。

■応募方法■

�町政ポスト用のハガキでお寄せく

ださい。（切手を貼らずに投函で

きます）なお、このハガキは

�役場一階の総合案内

�診療所の窓口

�町民会館の窓口

�図書館のカウンター

の４か所に設置してあります。ど

んどんお寄せください。

�なお、氏名・住所・電話番号の記

載のないものは掲載いたしません

ので、必ずご記入ください。（匿

名希望、ペンネーム希望と書いて

くだされば名前は掲載しません）

※なお、投稿原稿の趣旨を変えずに

削ったり直したりする場合があり

ますので、ご了承ください。

�採用された方には、図書券を差し

上げます。

８月は

「電気使用
安全月間」です
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せいろうギャラリー ●このコーナーでは、町民の皆さんの思い出（自慢）の写真・絵画などの作品
（ほのぼのとした作品大歓迎です。）をご紹介します。子どもからお年寄りまで、
どなたでもＯＫです。掲載を希望される方は、気軽に広報係までご連絡くださ
い。問い合わせは役場総務課広報広聴係�27―2111内線２１６まで。

ガラス製の穴があいた丸い玉

の表面に文様をあしらったもの

で、トンボの眼に似ていること

からこの名がつけられた。

その起源は紀元前、古代文明

までさかのぼるといわれてい

る。日本では江戸時代に「オラ

ンダ玉」を真似て、日本製のト

ンボ玉、「江戸とんぼ」「和とん

ぼ」がブームとなった。

出来上がったトンボ玉をつかって

アクセサリーにしています。

色
と
り
ど
り
の
ガ
ラ
ス
棒
を
バ
ー

ナ
ー
で
溶
か
し
て
つ
く
る
ト
ン
ボ
玉
。

材
料
と
な
る
ガ
ラ
ス
棒
も
近
く
に
は
売

っ
て
い
な
い
の
で
、
東
京
や
通
販
な
ど

で
調
達
し
て
い
ま
す
。

最
も
難
し
い
の
は
玉
の
表
面
に
つ
け

る
文
様
つ
く
り
。
完
成
品
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
、
柄
の
パ
ー
ツ
を
作
る
の
が
細
か

い
作
業
で
慎
重
さ
が
必
要
で
す
。

ト
ン
ボ
玉
づ
く
り
を
は
じ
め
て
約
一

年
。
そ
の
う
ち
５
�
く
ら
い
の
大
作
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
で
す
。
子
ど
も
も

大
き
く
な
っ
て
き
て
、
い
っ
し
ょ
に
楽

し
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●
作
者

渡
辺
　
あ
や
子
さ
ん

（
網
代
浜
）

トンボ玉


